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✿２０～４０代の育ち盛りの子育て中ママ（子供は長子 小３まで）のウィークデーの食卓運営を見ると、

「夕食」を中心にした賄い実状があり、他の食（塾前食などの軽食など）との関連性を把握することが

ポイントになる。

「夕食のメニュー」がどのように運用（流用）されているかを確認する 

それぞれの食事間にどのような相関関係があるのか（又はないのか）、ある場合、なぜそのメニュー（味付、 

食材）が運用（流用）しやすいのか、を探索する 

株式会社ウィズプランニング 

子有ミセスの育ち盛りのための「調理する食事」の実態調査 

◆調査後のアウトプットフレーム

独立した 

当日の朝食 

朝食 

朝作るお弁当 

(炊きたてごはん) 
調理は朝 

昼食 

弁当 

前日の夕食を運用 

✤どんなメニュー

✤なぜそのメニューなのか

✤手を加えているのか

→何をどのように

夕食 

夜食 

塾弁 
早夕食 早目の炊きたて 

ごはん 

(炊きたてではないごはん) 

調理は早夕 

夜の食育 

✤胃腸に負担のない消化のよいもの

✤カロリーを控える

✤栄養バランスを考える

我社では主食

にも注目 

しています 

夜の向い食（話を聞く、話

をする）親子、家族のコミ

ュニケーションが夕食型 

  夜食型になっている 

平日 

https://ebisuplan.com/
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家族の食シーンからアプローチすると   ズレ食）   
 

主婦の賄事情からアプローチすると    使い廻ししやすい夕食・アレンジしやすい夕食 
 

                                ＊夜食とは夕食後の食事と定義する 

 

 

  

 

 

◆時間軸(タイムスケジュール)を押える   両親と子供（兄弟）の間にどんな時間のズレが生じているのか 
 

 ・調理時間（スタート時間・所要時間） 

 ・食事時間 

 ・調理者の準備について  １.夕食の流用 

              ２.下ごしらえのみ前日 

              ３.当日にゼロから準備 

 

 

◆時短・効率化の工夫 
 

 ・利用食材・食品による工夫 

 ・調理方法による工夫 

 ・調理器具による工夫 

 

 

◆メニューについて 
 

 ・メニュー名   １.手作り 

          ２.冷食・チルドなど加工食品の利用 

          ３.そのまま食べられる市販品の利用 

          ４.市販惣菜の利用 

          ５.専門店テイクアウトの利用 

          ６.外食 

 

 ・このメニューのローテーション 

   初めて 

   ２回目 

   ３回以上→登場サイクル ○日に１回 

 

 ・このメニューを他に流用したか 

   朝食・昼食・昼食用弁当、塾前食・塾弁当、夕食、夜食 

 

 

◆今後 
 

 ・流用メニューの掘下げ（流用の元となるメニュー   流用先となるメニュー） 

 

 

両方の視点で情報収集を行う 

その代替として夜食の存在 

確認していく項目（案） 


